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(高知県), ②樹木の横断面中年輪の粗なる部 (愛媛県南部), ③曲材の外部 (大分県下毛郡), ④振れ又
は反れたる木 (鹿児島県伊佐郡), ⑤角材にて心部入 り又は性悪しき材にして割れ狂いの出るもの (群馬県










材は傾斜上側,すなわち一見引張り側にできるので引張あて材 (tension wood)(図1B) と呼ばれる｡
圧縮あて材は,肉眼的には濃暗褐色で早 ･晩材の区別が不明瞭なことが多い;顕微鏡で見ると仮道管の切
口が丸味を持ち,細胞間げきが多い ;仮道管の二次壁は S3層を欠くが S2層が厚く,大部分の樹種では
S2層の内側に らせん状 の裂 目が現わlれる (イチョウ Ginkgo,イチイ TaxuS, カヤ Torrega,イヌガヤ
Cephalotaxusの諸属には現われない3');S2層のフィブリル傾角が非常に大きい (450前後);生材の状態で
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の常識であった6)｡ところが,最近 Schachtより2年早く1860年に,Sanio7)が トでツトウヒ (Piceaabies)
の枝の圧縮あて材について Schachtよりもはるかに詳しい記載をおこなっていた事実が Timel18)によっ

































キ属 (ChamaecJPari.i･)2種,てツ属 (P7'nu∫)2種の若い垂直の幹を ループ状に曲げて固定したまま育てた
ところ,ループの内側全周に圧縮が働いているにもかかわらず,圧縮とは無関係にループの上半分,下半分
とも下側,つまり重力の方向にあて材が形成されることを示した (図3A)｡ 幹や枝をループ状固定を含め
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